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一般質問通告一覧表より

◎印のついた質問は、次頁以降詳細に記載しています。

会
派
名

議員名 発言通告要旨

公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同

鳥羽 昌明 鳥取県中部地震の被災者支援について

鳥羽 昌明
地域の行政課題解決のための情報通
信基盤整備について

◎

鳥羽 昌明 子育て支援ツールについて

山口 博敬 教育行政について ◎

山口 博敬 スポーツクライミングについて

山口 博敬 健康対策について

山口 博敬 農林行政について

鳥飼 幹男 学校給食費の未納問題について ◎

鳥飼 幹男 放課後児童クラブについて

鳥飼 幹男 住民による道路側溝清掃について

鳥飼 幹男 琴櫻記念館運営の民間委託について

鳥飼 幹男 明倫駐車場の整備について

く
ら
よ
し
創
生

佐々木 敬敏 農業振興について ◎

佐々木 敬敏 社地区の史跡の整備計画について

佐々木 敬敏 小・中学生の朝食について

米田 勝彦 市役所の地下構造について

米田 勝彦 循環バスについて ◎

米田 勝彦 シェア経済について

米田 勝彦 人材活用について

米田 勝彦 政策の広域化について

つ
ば
き

大月 悦子 倉吉絣について ◎

大月 悦子 行政広報と情報発信について

日
本
共
産
党

佐藤 博英 はしかの予防接種について

佐藤 博英 子育て応援事業について

佐藤 博英 学校統合問題について

佐藤 博英 農業問題について ◎

佐藤 博英 障がい者問題について

佐藤 博英 公共交通体系について

（
無
所
属
）

朝日 等治 歴史から学ぶ平和学習について ◎

朝日 等治
関金温泉と連携したウォーキング及び
トレッキングについて

朝日 等治 医療通訳ボランティアについて

朝日 等治 税及び料等のコンビニ収納について

朝日 等治 ヘルプマークについて

朝日 等治 ＬＧＢＴに係る児童生徒の対応について

朝日 等治 青少年問題対策協議会について

会
派
名

議員名 発言通告要旨

新
政
会

竺原 晶子 小学校適正配置について

竺原 晶子 いじめ対応について ◎

伊藤 正三 高齢者の移住について

伊藤 正三 民泊新法について

伊藤 正三 中心市街地活性化について

伊藤 正三 種子法廃止について ◎

福井 康夫 市民に開かれた行政について ◎

福井 康夫 観光行政について

福井 康夫
倉吉市いきいき健康・食育推進計画に
ついて

由田　隆 市長の政治姿勢（３期目）について ◎

由田　隆 教育行政（新教育長）について

く
ら
よ
し
・
ア
イ
ズ
、
草
の
根
、
倉
吉
自
民
共
同

大津 昌克 市長の政治姿勢について ◎

大津 昌克 教育振興対策について

福谷 直美 県立美術館の状況について ◎

福谷 直美 人口減対策について

福谷 直美 禁煙対策について

福谷 直美
ＧＡＰ（農業生産工程管理）をめぐる情
勢について

丸田 克孝
自動車運転免許自主返納後の取り組
みについて

◎

丸田 克孝 管理放棄された墓地の対策について

丸田 克孝 ＰＭ２．５の対応について

藤井 隆弘 第３次倉吉市行財政改革計画について

藤井 隆弘 財政計画について

藤井 隆弘 公共施設マネジメントについて

藤井 隆弘 職員の資質向上と働き方改革について

藤井 隆弘 行財政改革とまちづくりについて ◎

【一般質問】
【一般質問とは？】

　年４回の定例会で行うことができます。議員が、市の事務の執行状況や今後の方針

などについて報告や説明を市長や執行機関の長に求め、適切な市政運営が行われてい

るかを質すものです。倉吉市議会では、基本的に１人あたりの質問時間は、２５分です。

【通告とは？】

　本会議で発言しようとする議員は、あらかじめ議長

に対して質問する項目を明らかにするために、文書で

通告を行います。この文書を「質問通告書」と言います。
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市
政
の
課
題
を
洗
い
出
し
、解
決
策
を
探
る
　

　
平
成
30
年
６
月
第
４
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会
が
、
６
月
15
日
（
金
）
か
ら
７
月
２
日
（
月
）
ま

で
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
録
（
質
問
、
答
弁
な
ど
）
は
、
市
立
図
書
館
で
８
月
下
旬
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
利
用
で
き
ま
す
。

※掲載は、質問順です。（頁ごと、上段右から）

由田　隆

 

　
実
態
調
査
は
、
国
と
整
合
性
を
と
る

必
要
が
あ
る
。
で
き
る
だ
け
早
く
実
施

す
る
よ
う
、
調
整
を
し
た
い
。
生
活
課
題

等
の
実
態
が
出
て
く
る
よ
う
な
調
査
に

な
る
よ
う
国
に
要
請
し
て
い
き
た
い
。

　
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
福
祉
の
課
題
も
含
め
て
相
談
対

応
で
き
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
早
く
方

向
づ
け
を
し
て
い
き
た
い
。

部
落
差
別
解
消
推
進
法
の

具
体
化
に

向
け
た
、

倉
吉
市
の

取
り
組
み
は
？

伊藤 正三

 

　
県
の
関
与
が
な
く
な
れ
ば
、
種
子
の

品
質
維
持
と
必
要
量
の
確
保
が
困
難
と

な
り
、
主
要
農
産
物
の
生
産
に
支
障
が

出
る
。
民
間
に
委
ね
た
場
合
、
種
子
や

そ
の
生
産
技
術
が
海
外
に
流
出
す
る
な

ど
の
危
惧
も
あ
る
。
県
が
役
割
を
果
た

し
、
安
定
的
に
種
子
を
供
給
で
き
る
よ

う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
県
自
体
も
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
と
い
う
考
え
方
で
、

基
本
要
綱
を
３
月
に
制
定
し
て
い
る
。

農
業
に

打
撃
を

与
え
る「
種
子
法
」廃
止
が
、
急
進
的

に

行
わ
れ
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
る
の
か
？

竺原 晶子

 

【
小
椋
教
育
長
】
年
度
初
め
に
生
徒
指
導

担
当
の
研
修
を
計
画
し
、
各
校
で
も
、

方
針
を
確
認
し
て
研
修
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
対
応
手
順
で
一
番
大
事
な
こ

と
は
、「
事
実
の
確
認
」
だ
と
思
う
。
複

数
の
職
員
で
協
議
し
な
が
ら
、
関
係
者

に
聞
き
取
り
や
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

教
員
と
児
童
生
徒
、
児
童
生
徒
同
士
、

そ
し
て
教
員
と
保
護
者
の
関
係
も
、
丁

寧
に
積
み
上
げ
る
よ
う
動
い
て
い
る
。

改
訂「
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の

基
本
的
な

方
針
」

の
共
通
理
解
に
よ
る
、
大
人
の
対
応
力
向
上
を
！

※６月定例会時点の会派です。

…くらよし・アイズ、草の根、倉吉自民共同

…新政会 …公明党・グリーン共同

…くらよし創生 …日本共産党

…つばき …無所属

【会派名】

福井 康夫

 

　
文
書
取
扱
規
程
の
見
直
し
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
た
だ
、
重

要
な
文
書
は
、
き
ち
ん
と
残
す
こ
と
が

大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。
電
磁
的
文
書

の
比
率
が
非
常
に
高
く
な
り
、
残
し
や

す
い
環
境
に
は
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
そ

の
一
方
で
、
文
書
の
総
量
自
体
は
増
え
て

き
て
い
る
。
ト
ー
タ
ル
で
、
ど
の
よ
う
に

管
理
し
て
い
く
の
か
、
し
っ
か
り
点
検

を
し
な
が
ら
判
断
を
し
て
い
き
た
い
。

公
文
書
の

作
成
管
理
に
つ
い
て
。「
倉
吉
市
文
書
取

扱
規
程
」の
見
直
し
に
つ
い
て
。

（3）平成 30.9



大津 昌克

 

　
平
成
26
～
28
年
度
の
間
、
自
由
に
使

え
る
一
般
財
源
等
の
額
は
、
平
均
で
約

９
億
円
余
り
。
30
年
度
の
５
月
補
正
の

段
階
で
、
６
億
６
，０
０
０
万
円
余
の
不

足
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
を
財
政
調
整

基
金
の
取
り
崩
し
で
賄
う
こ
と
と
し
て
お

り
非
常
に
厳
し
い
状
況
。
行
財
政
改
革

の
着
実
な
実
施
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
よ

う
な
比
較
的
活
用
の
幅
の
広
い
財
源
の

確
保
に
努
め
て
い
く
。

財
政
状
況
の

厳
し
さ
の

程
度
は
？
ま
た
、
政
策
実
現

に

向
け
て
、
財
源
の

確
保
を

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
？

藤井 隆弘

 

　
少
し
で
も
、
人
口
減
少
の
カ
ー
ブ
を

緩
や
か
に
す
る
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

併
せ
て
、
人
口
が
減
っ
て
も
心
豊
か
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。
行
財

政
改
革
の
視
点
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
。
安
定
的
な
自
主
財
源
を
確
保
し
、

行
政
資
源
の
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
活

用
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理
の
適
正
化
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

行
財
政
改
革
を

踏
ま
え
て
、「
め
ざ
す
倉
吉
の
ま
ち

づ
く
り
」に
つ
い
て
、
市
長
の

考
え
を

問
う
。

鳥羽 昌明

 

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
な
イ
ン

フ
ラ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
設

計
寿
命
が
き
て
い
る
設
備
も
あ
り
、
整

備
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、
約

５
億
４
，０
０
０
万
円
の
費
用
が
か
か
る
。

有
利
な
補
助
制
度
も
な
く
、
財
源
が
確

保
で
き
ず
に
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
。
当
面

は
、
事
前
に
修
繕
で
き
る
よ
う
に
設
備

を
確
保
す
る
こ
と
で
対
応
し
た
い
。
議

会
に
も
十
分
相
談
し
な
が
ら
考
え
た
い
。

関
金
地
区
内
で

未
提
供
の

光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
。
市
所
有
の

設
備
を

更
改
す
べ
き
で
は
？

山口 博敬

 

【
小
椋
教
育
長
】（
質
問
内
容
に
対
し
て
）

非
常
に
温
か
い
応
援
の
言
葉
を
い
た
だ

い
た
と
受
け
取
っ
て
い
る
。

　
い
ろ
い
ろ
大
き
な
課
題
が
あ
る
こ
と

を
、
す
ご
く
実
感
し
て
い
る
。

　
何
と
か
で
き
る
だ
け
早
い
期
間
に
方

向
が
示
せ
る
よ
う
に
、
地
元
の
皆
さ
ん

と
少
し
ず
つ
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

小
学
校
再
編
に
つ
き
、
児
童
数
が

少
な
く
な
り
過
ぎ

る
前
に
切
磋
琢
磨
し
学
力
・
体
力
の
向
上
に
努
力
を
。

福谷 直美

 

　
ラ
グ
ビ
ー
場
の
移
転
は
、
美
術
館
建

設
を
進
め
る
上
で
不
可
欠
な
前
提
条
件

に
な
る
。
現
在
、
市
営
陸
上
競
技
場
の

改
修
に
あ
わ
せ
て
、
陸
上
競
技
場
に
ラ

グ
ビ
ー
場
が
併
設
で
き
な
い
か
、
ラ
グ

ビ
ー
協
会
と
市
の
陸
上
競
技
協
会
と
協

議
、
調
整
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

移
転
工
事
は
、
平
成
32
年
度
中
に
仕
上

げ
た
い
と
い
う
見
通
し
で
話
を
し
て
お

り
、
こ
の
方
向
で
取
り
ま
と
め
た
い
。

県
立
美
術
館
建
設
開
始
ま
で
の
時
間
は

少
な
い
。
ラ

グ
ビ
ー
場
の
移
転
が
急
が
れ
る
。
倉
吉
市
の
考
え
は
？

丸田 克孝

 

　
県
が
、
平
成
28
年
度
に
行
っ
た
山
間

集
落
実
態
調
査
で
は
、
移
動
販
売
の

ニ
ー
ズ
が
あ
ま
り
高
く
な
か
っ
た
。
今

の
と
こ
ろ
、
「
買
い
物
弱
者
」
と
い
う
形

で
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
と
は
考

え
て
い
な
い
。
た
だ
、
今
後
、
こ
う
い

う
形
で
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
る
可
能
性
は

あ
る
の
で
、
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

広
報
等
に
つ
い
て
は
ぜ
ひ
協
力
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
後
の

取
り
組
み
で
、

高

齢
者
な
ど
の

買
い
物
弱
者
へ
の

配
慮
が
で
き
な
い
か
。
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鳥飼 幹男

 

【
小
椋
教
育
長
】現
在
、
嘱
託
徴
収
員
１

名
が
、
家
庭
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。

　
議
員
か
ら
の
ご
提
案
に
対
し
て
、
就

学
援
助
制
度
の
活
用
は
、
周
知
を
継
続

し
て
い
き
た
い
。
コ
ン
ビ
ニ
収
納
制
度

の
導
入
は
検
討
し
て
い
き
た
い
が
、
口

座
振
替
を
第
一
に
考
え
て
い
る
。

　
回
収
業
務
を
、
弁
護
士
に
委
託
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
当
に
導
入
が
で

き
る
の
か
勉
強
し
て
み
た
い
。

本
市
の

学
校
給
食
費
の

未
納
問
題
は

極
め
て

深
刻
な

状
況
。
今
後
の
収
納
対
策
の
取
り
組
み
を
問
う
。

大月 悦子

 

　
現
在
、
倉
吉
絣
保
存
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
作
成
や
展
示
会
等
に
、
補
助
金
の
支

援
な
ど
を
し
て
い
る
。
同
会
で
は
、
販

売
品
の
生
産
拡
大
、
原
材
料
の
安
定
的

な
確
保
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。
後
継
者
を
広
げ
る
こ
と
を

第
一
に
、
よ
く
相
談
し
な
が
ら
倉
吉
絣
の

保
存
伝
承
と
、
市
の
Ｈ
Ｐ
や
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
で
の
紹
介
な
ど
、
可
能
な
情

報
発
信
で
の
支
援
も
考
え
て
い
き
た
い
。

地
域
産
業
振
興
事
業
と
し
て
の「
倉
吉
絣
」を
倉
吉
市

と
し
て
、
今
後
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
は
？

佐藤 博英

 

　
米
の
直
接
支
払
い
に
関
わ
る
制
度
は
、

農
家
に
と
っ
て
直
接
的
な
収
入
源
で
、

規
模
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
影
響

も
大
き
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
。
県
に
対

し
て
対
応
を
要
請
す
る
こ
と
は
可
能
だ

が
、
現
実
に
金
銭
的
な
対
応
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
、
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
再
生
協
議
会
な

ど
も
含
め
て
、
今
後
ど
う
い
っ
た
方
向

で
取
り
組
む
か
よ
く
議
論
し
た
い
。

水
田
に

対
し
、
直
接
支
払
制
度
に

替
わ
る

県
単
位
に

よ
る

制
度
を

創
設
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
？

朝日 等治

 

【
小
椋
教
育
長
】
文
化
財
、
あ
る
い
は
そ

れ
に
準
じ
る
手
立
て
が
打
て
る
か
勉
強

し
た
い
。
た
だ
、
会
社
の
意
向
も
伺
い

な
が
ら
に
な
る
が
、
残
せ
る
建
物
で
あ

れ
ば
残
し
て
い
く
方
向
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
る
。
学
校
の
中
で
の
平
和
教

育
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
活
用
が

で
き
る
か
検
討
し
た
い
。
「
く
ら
よ
し

風
土
記
」
に
盛
り
込
む
こ
と
も
、
一
案

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
　

神
鋼
機
器
工
業（
株
）の

本
市
進
出
の

歴
史
に

鑑
み
、

学
校
教
育
へ
活
用
し
、
現
存
構
造
物
を
保
護
し
て
は
？

佐々木 敬敏

 

　
県
の
公
表
に
よ
る
と
、
牛
肉
、
豚
肉
、

乳
製
品
、
合
板
材
等
に
つ
い
て
、
ど
ち

ら
も
最
大
15
億
円
以
上
の
影
響
が
試
算

さ
れ
て
い
る
。
畜
産
業
、
林
業
へ
の
影

響
が
非
常
に
懸
念
さ
れ
る
。

　
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
を
図
る
と
と

も
に
、
和
牛
の
増
頭
支
援
等
の
関
連
施

策
を
推
進
し
、
農
林
業
の
体
力
の
増
強

を
図
っ
て
、
環
境
に
負
け
な
い
農
業
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
と

Ｅ
Ｐ
Ａ
の

影
響
に
つ
い
て
、

把
握
を
し

て
い
る
影
響
と

そ
の
対
応
を
問
う
。
　

米田 勝彦

 

　
公
共
交
通
（
バ
ス
）
の
路
線
は
、
市
内

を
綿
密
に
走
っ
て
い
る
が
、
点
検
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
再
編
実
施
計
画
を
今
年
度
中
に
策
定

す
る
。
ダ
イ
ヤ
・
ル
ー
ト
の
改
善
、
倉

吉
未
来
中
心
周
辺
の
ア
ク
セ
ス
利
便
性

の
改
善
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
国
の
考
察
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

地
域
の
実
情
も
踏
ま
え
て
よ
く
研
究
を

し
た
い
。

循
環
バ
ス
を

走
ら
せ
て
、
車
を

持
た
な
い
人
や
、
文
化
・

芸
術
等
施
設
間
の

移
動
の

利
便
性
を
図
っ
て
は
？
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議案番号 事業名と提案要旨 質問議員 担当部局

中心市街地活性化推進事業

震災からの復興に資するため、中心市街地活

性化の拠点となる施設の整備を支援するよう、

２，４５０万円を計上。

大津 昌克

企画産業部
議
案
第
48
号

平
成
30
年
度
倉
吉
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

佐藤 博英

 システム改修委託料（生活保護）

　今年１０月から段階的に実施される生活保護基

準額などの見直しに対応するため、生活保護シ

ステムに改修を加えるもの。１９４万円余を計上。

由田　隆 健康福祉部

再生可能エネルギー計画策定事業

木質バイオマスの燃焼熱を利用する施設など

の整備を促進するため、木質バイオマス資源の

活用に関する計画を策定するための経費として

１，４５１万円を計上。

藤井 隆弘

企画産業部
福井 康夫

伊藤 正三

佐藤 博英

集落営農体制強化支援事業

　小規模農家が共同で行う集落営農に対して、

機械施設の整備を支援するもの。２２８万円余を

計上。

伊藤 正三 企画産業部

園芸産地未来づくり産地パワーアップ事業

　ハウスで栽培する高収益品目の生産振興を図

るため、県が開発した鳥取型低コストハウスの

整備などを支援するよう、１４３万円余を計上。

佐々木 敬敏 企画産業部

畜産・酪農収益力強化特別対策事業

　畜産・酪農の収益力の強化を集中的に進めるた

め、中心的な経営体が行う収益力強化や畜産環

境問題への対応に必要な施設整備などを支援す

るもの。１，０５４万円余を計上。

佐々木 敬敏 企画産業部

公園施設長寿命化対策支援事業

　都市公園の遊具の老朽化が進んでいるため、来

園者が安全に利用できるよう、取替えを行うもの。

小田東第二公園など３公園を対象にして、４７２万

円余を計上。

米田 勝彦

建設部山口 博敬

福谷 直美

人権教育研究指定校事業

　市内小学校２校が県指定を受け、人権意識を

培うための実践的な教育についての研究を行い、

学校教育における人権教育の指導方法等の改善

及び充実を図るもの。３１万円余を計上。

大津 昌克

教育委員会

由田　隆

【議案質疑】
【質疑とは？】

　市長から提案された議案に対し、賛否の態度決定が可能になるよう、疑問や不明

確な点を問う発言をいいます。自己の意見を述べることはできません。

　倉吉市議会では、質疑回数は１議題５回までとなっています。

議
案
の
疑
問
を
質
す

６
月
25
日
（
月
）
に
は
、
執
行
部
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
に
対
し
、
各
議
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

と　き：平成３０年８月１日（水）～８月３日（金）

視察先および視察内容

① 福井県あわら市 「あわら市の学校教育」

市費での講師、支援員の配置を行い、教員の事務負担の軽減を図って

いる。その結果、教員が生徒に向き合う時間が増え、授業の質が向上した。

② 石川県立美術館 「美術館と小中学校教育との関わり」

出前講座を開催し、職員が小中学校に出向くことで、児童生徒が本

物の美術作品とふれあう機会を増やしている。

③石川県能美市 「のびのび高齢者プラン」

複合的な問題を抱えた高齢者世帯をより組織的、包括的にフォロー

していくため、相談窓口の一本化が図られた。

【
行
政
視
察
の
報
告
】

2018.9 （6）



【常任委員会】
【常任委員会とは？】

　所管する部門の事務に関する調査を行ったり、付託を受けた議案や請願等

を審査します。行政の事務は多岐にわたり、専門的であるため、合理的・能率

的に調査・審査するよう部門別の委員会を設け、分科的に調査・審査します。

執行部：健康福祉部、教育委員会

委　員： 佐藤 博英委員長、丸田 克孝副委員長

朝日 等治委員、竺原 晶子委員

鳥羽 昌明委員、福井 康夫委員

　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
は
、

２
件
の
議
案
と
１
件
の
陳
情
が
付

託
さ
れ
、
６
月
27
日
（
水
）
に
委
員

会
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
48
号 

平
成
30
年
度
倉

吉
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）
の
審
査
で
は
、
生
活
保
護
基

準
額
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
見

直
し
の
内
容
と
影
響
に
つ
い
て
の

質
疑
が
あ
り
、
受
給
者
の
個
別
の

事
情
に
沿
っ
た
、
丁
寧
な
フ
ォ

ロ
ー
が
大
切
で
あ
る
と
い
っ
た
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議

案
は
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
、
陳
情
第
３
号
に
つ
い
て
は
、

研
究
留
保
と
な
り
ま
し
た
。

執行部： 総務部、建設部、会計課、水道局、議会事務局、選挙管理委員会、

監査委員、公平委員会

委　員：佐々木 敬敏委員長、藤井 隆弘副委員長、伊藤 正三委員

　大津 昌克委員、坂井 徹委員、鳥飼 幹男委員　

　
総
務
経
済
常
任
委
員
会
に
は
、

４
件
の
議
案
と
２
件
の
請
願
が
付

託
さ
れ
、
６
月
27
日（
水
）
に
委
員

会
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
48
号 

平
成
30
年
度
倉

吉
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）
の
中
で
は
、
市
が
管
理
す
る

公
園
施
設
の
長
寿
命
化
に
向
け
た

質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
は「
遊

具
の
計
画
的
な
更
新
と
と
も
に
、

公
園
だ
け
で
な
く
公
共
施
設
の
管

理
に
つ
い
て
、
全
体
的
な
考
え
方

を
ま
と
め
て
い
く
」
と
い
う
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議

案
は
、
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
請
願
第
１
号
は
、

不
採
択
、
請
願
第
２
号
は
、
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

総務建設常任委員会

　
企
画
産
業
常
任
委
員
会
に
は
、

１
件
の
議
案
が
付
託
さ
れ
、
６
月

27
日（
水
）
に
委
員
会
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
48
号 

平
成
30
年
度
倉

吉
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）
の
審
査
で
は
、
中
心
市
街
地

活
性
化
推
進
事
業
の
施
設
整
備
に

お
け
る
駐
車
場
や
、
周
辺
道
路
に

つ
い
て
議
論
さ
れ
、
駐
車
場
に
つ

い
て
は
、
施
設
周
辺
の
駐
車
場
か

ら
回
遊
で
き
る
よ
う
に
検
討
が
必

要
、
ま
た
周
辺
道
路
に
つ
い
て
は
、

段
差
が
無
く
駐
車
場
か
ら
ス
ム
ー

ズ
に
移
動
で
き
る
よ
う
協
議
し
た

い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議

案
は
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

執行部：企画産業部、農業委員会

委　員：由田　隆委員長、福谷 直美副委員長

大月 悦子委員、山口 博敬委員、米田 勝彦委員

企画産業常任委員会

教育福祉常任委員会

【平成３０年４月～６月分】

期　間 ５月８日（火）

視察先
・

目的

境港市

鳥取県弓ヶ浜絣

共同参画

弓ヶ浜絣の振興

について

視察者

（会派）

大月 悦子

（つばき）

１名

旅費総額 ２，２８０円

期　間 ５月９日（水）

視察先
・

目的

岡山県津山市

作州絣保存会

作州絣の振興

について

視察者

（会派）

大月 悦子

（つばき）

１名

旅費総額 ４，４４５円

行政視察の詳しい情報は、倉吉市議会の

ホームページをご覧ください。

倉吉市議会

　平成３０年４月から６月に行

政視察に出向いた議員グルー

プは、１団体（２件）でした。

会派・個人

視察報告
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議
会
か
ら
の
提
案

議会発議第６号 地方財政の充実・強化を求める意見書提出について（要旨）

　地方自治体は、子育て支援策の充実と保育人

材の確保、高齢化が進行する中での医療・介護

などの社会保障への対応、地域交通の維持など、

果たす役割が拡大する中で、人口減少対策を含

む地域版総合戦略の実行やマイナンバー制度へ

の対応、大規模災害を想定した防災・減災事業

の実施など、新たな政策課題に直面している。

　一方、地方公務員をはじめとした公的サービ

スを担う人材が限られる中で、新たなニーズへ

の対応と細やかな公的サービスの提供が困難と

なっており、人材確保を進めるとともに、これに

見合う地方財政の確立をめざす必要がある。

　こうした状況にもかかわらず、社会保障費の

圧縮や「公的サービスの産業化」など地方財政を

ターゲットとした歳出削減に向けた議論が加速

している。特に、「トップランナー方式」の導入は、

民間委託を前提とした地方交付税算定を容認す

るものであり、地方財政全体の安易な縮小につ

ながることが危惧されるものとなっている。「イ

ンセンティブ改革」とあわせ、地方交付税制度を

利用した国の政策誘導であり、客観・中立であ

るべき地方交付税制度の根幹を揺るがしかねな

いものである。

　本来、必要な公共サービスを提供するため、

財源面を担保するのが地方財政計画の役割であ

る。しかし、財政再建目標達成するためだけに

歳出削減が行われ、結果として不可欠なサービ

スが削減されれば、本末転倒であり、国民生活と

地域経済に疲弊をもたらすことは明らかである。

　このため、２０１９年度の政府予算と地方財政

の検討にあたっては、国民生活を犠牲にする財

政とするのではなく、歳入・歳出を的確に見積

もり、人的サービスとしての社会保障予算の充

実と地方財政の確立をめざすことが必要である。

　よって本市議会は政府に対し、次の事項の実

現を強く求める。

① 社会保障、災害対策、環境対策、地域交通対策、人口減少対策など、増大する地方自治

体の財政需要を的確に把握し、これに見合う地方一般財源総額の確保を図ること。

② 子ども・子育て支援新制度、地域医療の確保、地域包括ケアシステムの構築、生活困窮者

自立支援、介護保険制度や国民健康保険制度の見直しなど、急増する社会保障ニーズへの

対応と人材を確保するための社会保障予算の確保および地方財政措置を的確に行うこと。

③ 地方交付税における「トップランナー方式」の導入は、地域によって人口規模・事業規模の

差異、各自治体における検討経過や民間産業の展開度合いの違いを無視して経費を算定

するものであり、廃止・縮小を含めた検討を行うこと。

④ 自治体庁舎をはじめとした公共施設等の耐震化や緊急防災・減災事業の対象事業の拡充と

十分な期間の確保を行うこと。また、２０１５年度の国勢調査を踏まえた人口急減・急増自

治体の行財政運営に支障が生じることがないよう、地方交付税算定のあり方を引き続き

検討すること。

⑤ 地域間の財源偏在性の是正のため、偏在性の小さい所得税・消費税を対象に国税から地方

税への税源移譲を行うなど、抜本的な解決策の協議を進めること。

⑥ 各種税制の廃止、減税を検討する際には、自治体財政に与える影響を十分検証した上で、

代替財源の確保をはじめ、財政運営に支障が生じることがないよう対応を図ること。

⑦ 地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはかり、市町村合併の算定特例の終

了を踏まえた新たな財政需要の把握、小規模自治体に配慮した段階補正の強化などの対

策を講じること。

⑧ 地方交付税原資の確保については、臨時財政対策債に過度に依存しないものとし、対象

国税４税（所得税・法人税・酒税・消費税）に対する法定率の引き上げを行うこと。

⑨自治体の基金残高を、地方財政計画や地方交付税に反映させないこと。

【提出先】 内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、内閣官房長官、内閣府特命担当大臣

　
７
月
２
日
（
月
）
に
発
議
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

【議会発議】
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議会発議第５号 ２０２５年国際博覧会の誘致に関する決議（要旨）

　２０２５年に「いのち輝く未来社会のデザイ

ン」をテーマとする国際博覧会を大阪・関西が一

体となって開催することは、新たな産業や観光

のイノベーションが期待できるなど、大きな経

済効果をもたらすとともに、全世界に向けて圏

域の存在感を示す絶好の機会となり、極めて大

きな意義がある。

　また、このような国際博覧会の開催は、圏域

全体のみならず、鳥取県における産業振興や観

光文化交流等を促進するとともに、県内各地域

の振興や住民の生活向上にも寄与することが期

待できる。

　よって、本市議会は、大阪・関西における国

際博覧会の開催を支持するとともに、誘致実現

に向けた国内機運の醸成など、国、地元大阪府

市、経済界の取り組みを全面的に支援、協力す

るものである。

　以上、決議する。

　　
賛
成
反
対

新
政
会

く
ら
よ
し
・
ア
イ
ズ
、

草
の
根
、
つ
ば
き
、

倉
吉
自
民
共
同

公
明
党
・

グ
リ
ー
ン
共
同

く
ら
よ
し
創
生

日
本
共
産
党

無
所
属

議
決
結
果福

井 

康
夫

由
田
　隆

伊
藤
　正
三

竺
原
　晶
子

坂
井
　徹

丸
田
　克
孝

藤
井
　隆
弘

大
津
　昌
克

福
谷
　直
美

大
月
　悦
子

鳥
飼
　幹
男

鳥
羽
　昌
明

山
口
　博
敬

米
田
　勝
彦

佐
々
木
　敬
敏

佐
藤
　博
英

朝
日
　等
治

 議案番号 件　　　名 議案に対する賛否

議案 第４８号
平成３０年度倉吉市一般会計補正予算

（第２号）
１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

議案 第４９号
平成３０年度倉吉市簡易水道事業特
別会計補正予算（第１号）

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

議案 第５０号 倉吉市税条例の一部改正について １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

議案 第 ５１号
倉吉市特定教育・保育施設及び特定地
域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部改正について

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

議案 第 ５２号
倉吉市営住宅の設置及び管理に関す
る条例の一部改正について

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

議会発議 ５号
２０２５年国際博覧会の誘致に関する
決議

１５ １ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可 決

議会発議 ６号
地方財政の充実・強化を求める意見
書提出について

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

○賛成、　×反対、　－議長のため表決に加わらず

番　号 件　　名
委員長報告

（付託委員会）
委員長報告に対する賛否

請願第 １号

核兵器禁止条約の日本政府
の署名、批准を求める意見
書提出について

不 採 択
（総務建設）

１０ ６ × × ○ × － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × 不採択

請願第 ２号
地方財政の充実・強化を求
める意見書提出について

採　　択
（総務建設）

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

陳情第 ３号
臓器移植の環境整備を求め
る意見書提出について

研究留保
（教育福祉）

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 研究留保

【議案等の議決結果】
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賛
成
反
対

新
政
会

く
ら
よ
し
・
ア
イ
ズ
、

草
の
根
、

倉
吉
自
民
共
同

公
明
党
・

グ
リ
ー
ン
共
同

く
ら
よ
し
創
生

日
本
共
産
党

つ
ば
き

無
所
属

議
決
結
果福

井 

康
夫

由
田
　隆

伊
藤
　正
三

竺
原
　晶
子

坂
井
　徹

丸
田
　克
孝

藤
井
　隆
弘

大
津
　昌
克

福
谷
　直
美

鳥
飼
　幹
男

鳥
羽
　昌
明

山
口
　博
敬

米
田
　勝
彦

佐
々
木
　敬
敏

佐
藤
　博
英

大
月
　悦
子

朝
日
　等
治

 議案番号 件　　　名 議案に対する賛否

議案第４０号
専決処分について（倉吉市農村環境改善セ
ンターの指定管理者の指定についての議
決の一部変更について）

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案第４１号
専決処分について（平成２９年度倉吉市一
般会計補正予算（第１２号））

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案第４２号
専決処分について（平成２９年度倉吉市国民
健康保険事業特別会計補正予算（第４号））

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案第４３号
専決処分について（平成２９年度倉吉市介
護保険事業特別会計補正予算（第２号））

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案第４４号
専決処分について（倉吉市特別医療費助成
条例の一部改正について）　

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案第４５号
専決処分について（倉吉市税条例等の一部
改正について）

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案第４６号
平成３０年度倉吉市一般会計補正予算（第１
号）

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第４７号 倉吉市税条例の一部改正について １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平成３０年３月第２回定例会 議案等の議決結果

○賛成、　×反対、　－議長のため表決に加わらず

【臨時会とは？】

　突発的事情などにより、次の定例会の開催を待つことができない場合、特定の

事件に限ってこれを審議するために、臨時招集される議会のことをいいます。　

　
３
月
定
例
会
で
審
議
し
た
平
成
30
年

度
の
当
初
予
算
は
、
４
月
に
市
長
任
期

を
控
え
て
い
た
た
め
、
経
常
的
経
費
を

中
心
と
し
た「
骨
格
予
算
」で
編
成
さ
れ

ま
し
ま
し
た
。

　
石
田
耕
太
郎
市
長
再
選
後
、
最
初
の

議
会
と
な
っ
た
５
月
臨
時
会
で
は
、
新

規
事
業
や
投
資
的
経
費
な
ど
、
政
策
的

な
経
費
を
盛
り
込
む
こ
と
で
肉
付
け
を

行
っ
た
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、「
通
年

予
算
」を
編
成
し
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
は
、
９
億
２
，
７
４
８
万

円
余
を
増
額
し
、
予
算
総
額
は
、
肉
付

け
経
費
を
含
め
た
通
年
予
算
ベ
ー
ス
で

２
７
３
億
７
，６
５
５
万
７
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
平
成
29
年
度
当
初
予
算
と
比

べ
る
と
、
２
億
８
，２
０
０
万
円
余
り
の

減（
△
１
．０
％
）と
な
り
ま
す
。

肉
付
け
予
算
を
審
議

　
平
成
30
年
５
月
第
３
回
倉
吉
市
議
会
臨
時
会
が
、
５

月
11
日
（
金
）
か
ら
５
月
22
日
（
火
）
ま
で
開
催
さ
れ
、
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
録(

質
問
、
答
弁
な
ど)

は
、
市
立
図
書
館
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

　
市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
倉
吉
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
利
用
で
き
ま
す
。

石
田
市
長
提
案
理
由
説
明

市
政
の
課
題
と
と
も
に

　
市
政
の
課
題
は
、
第
一
に
震
災
か
ら

の
復
旧
・
復
興
。
被
災
者
の
生
活
再
建
に

向
け
た
後
押
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
区
防
災
計
画
の
策
定

を
支
援
す
る
な
ど
し
て
、
地
域
防
災
力

の
強
化
を
図
り
ま
す
。
地
域
経
済
の
再

建
も
急
務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
に
は
、
人
口
減
少
対
策
と
少

子
高
齢
化
へ
の
対
応
。
若
者
が
定
着
す

る
た
め
の
条
件
整
備
が
必
要
。
雇
用
の

場
の
確
保
に
努
め
、
農
業
の
体
質
強
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
体

制
を
充
実
し
、
保
護
者
の
負
担
感
を
軽

減
す
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
県
外

か
ら
若
い
世
代
や
Ｕ
タ
ー
ン
の
移
住
を

促
進
す
る
た
め
相
談
員
を
配
置
し
、
情

報
発
信
や
相
談
業
務
を
行
い
ま
す
。
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　定例会や臨時会だけでなく、さまざまな会議やイベントなどの議会

活動がありました。

真庭市議会・倉吉市議会交流事業

隣同士で課題の共通認識を図る

７月１２日（木）

　県境をまたいで隣同士である真庭市議会と倉吉市議

会は、交流を深め、共通する課題に対処するため、年に

一回交流事業を行っています。

　今年は、一般国道３１３号地域高規格道路の整備状況

を視察し、平成２８年１０月の鳥取県中部地震における

倉吉市の対応について、行政から説明を受けました。

全国市議会議長会・中国市議会議長会表彰伝達式

長年、市政の振興に努めた功労を称えて

６月１５日（金）

　５月３０日（水）、東京都で開催された「全国市議会議長

会 第９４回定期総会」において、４名が表彰されました。

議員在職２０年以上：山口 博敬議員

議員在職１５年以上： 伊藤 正三議員、佐々木 敬敏議員、

丸田 克孝議員

　４月２５日（水）、岡山市で開催された「中国市議会議長

会 第１４２回定期総会」において、６名が表彰されました。

議員在職２８年以上：福井 康夫議員

議員在職２４年以上：由田 隆議員

議員在職２０年以上：坂井 徹議長、山口 博敬議員

議員在職１２年以上：佐藤 博英議員、福谷 直美副議長

倉吉市議会定例議員懇談会

議会閉会中でも行政との連携は綿密に

７月１８日（水）

　「定例議員懇談会」は、議会の閉会中にも市政の懸案

事項を協議できるように、定例会や臨時会のない月の

２０日前後に開催する会合です。

　この日は、市役所庁舎整備にかかる部署配置や、西日

本豪雨災害での対応状況、高齢運転者の免許返納支援

制度などについて協議し、活発に意見交換を行いました。

倉吉市議会を取り巻くさまざまな動き

（11）平成 30.9



（単位：円）

調査旅費
常任委員会
視察旅費合計

67,500 45,000 

　　 13,500 0 0 

95,343 56,530 34,850 

100,000 66,140 34,850 

86,648 66,140 37,020 

98,512 0 34,850 

75,520 42,050 34,850 

63,000 0 0 

100,000 56,530 0 

72,800 56,530 0 

100,000 56,530 34,850 

99,590 0 0 

85,690 66,140 37,020 

94,699 57,750 34,850 

85,690 0 0 

76,384 56,530 37,020 

83,600 56,530 37,020 

75,520 42,050 37,020 

1,406,496 679,450 394,200 

査委託費、通信運搬費、旅費など）

講師謝金、出席者負担金、会費、旅費など）

運搬費など）

る経費（印刷製本費、会場借上料など）

　

本費、会場借上料、通信運搬費、会費など）

リース代など

　
倉
吉
市
で
は
、
市
議
会
議
員
一
人
当
た
り
に
、
月
２
万
円
（
年
額
24

万
円
）
の
政
務
活
動
費
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
政
務
活
動
費
は
、
不
正
使
用
な
ど
の
問
題
が
全
国
的
に
報
じ
ら
れ
、
そ
の
執
行
額
や

使
い
方
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
透
明
性
の
確
保
、
お
よ
び
情
報
公
開
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
倉
吉
市
議
会
で
は
、
政
務
活
動
費
の
収
支
報
告
書
や
収
支
一
覧
表
、
お
よ
び
行
政
視
察
の
派

遣
報
告
書
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
、
平
成
28
年
度
分
か
ら
政
務
活
動
費
の
領
収
書
に
つ
い

て
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
29
年
10
月
の
市
議
会
議
員
改
選
後
と
な
る
平
成
29
年
11
月
分
か
ら
平
成
30
年

３
月
分
ま
で
の
５
か
月
間
の
政
務
活
動
費
等
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

執行率　　　  は ％
（議員１人あたり平均８２，７３５円）

▲政務活動費支出総額の経費別内訳

平
成
29
年
度
分

政
務
活
動
費
の
執
行
状
況
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
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議員名
政務活動費

主な使い道 調査研究費 研修費 広報費 資料作成費 資料購入費

議員１人当たりの交付額
（平成２９年11月分～平成３０年３月分） 100,000円

朝 日 等 治 日本海政経懇話会会費 13,500 

伊 藤 正 三
旅費（行政視察）、日本海政経懇話
会会費、事務用品・図書購入費

72,800 9,000 3,218 10,325 

大 津 昌 克
旅費（研修、行政視察）、事務用品
購入費

72,190 26,242 1,728 

大 月 悦 子
旅費（研修、行政視察）、図書購入
費

72,190 5,580 8,878 

坂 井  徹
行政視察、日本海政経懇話会会費、
事務用品購入費、新聞購読料

72,800 13,500 4,212 8,000 

佐々木 敬敏 旅費（行政視察） 75,520 

佐 藤 博 英 広報紙作成費（印刷代・折込料） 63,000 

竺 原 晶 子 旅費（行政視察） 103,360 

鳥 羽 昌 明 旅費（行政視察） 72,800 

鳥 飼 幹 男
旅費（行政視察）、広報紙作成費（印
刷代・郵送料）、事務用品購入費

72,800 39,453 

福 井 康 夫 旅費（行政視察）、事務用品購入費 72,800 26,790 

福 谷 直 美
旅費（行政視察）、日本海政経懇話
会会費

72,190 13,500 

藤 井 隆 弘
旅費（行政視察）、事務用品・図書
購入費

72,190 18,945 3,564 

丸 田 克 孝
旅費（行政視察）、日本海政経懇話
会会費

72,190 13,500 

山 口 博 敬 旅費（行政視察）、事務用品購入費 72,800 3,584 

由 田  隆 旅費（行政視察）、新聞購読料 72,800 10,800 

米 田 勝 彦 旅費（行政視察） 75,520 

計 1,124,950 94,822 102,453 58,477 41,567 

【政務活動費として使うことができる経費】

調査研究費 議員が行う市の事務、地方行財政などに関する調査研究、および調査委託に関する経費（印刷製本費、調  

研修費 議員が研修会を開催するために必要な経費、団体などが開催する研修会の参加に要する経費（会場借上料、

広報費 議員が行う活動、または市政について住民に報告するために要する経費（印刷製本費、会場借上料、通信

広聴費 議員が行う住民からの市政および議員の活動に対する要望、または意見の聴取、住民相談等の活動に要す

要請・陳情活動費 議員が要請、または陳情活動を行うために必要な経費（印刷製本費、通信運搬費、旅費など）

会議費 議員が行う各種会議、団体などが開催する意見交換会その他の会議への議員の参加に要する経費（印刷製

資料作成費 議員が行う活動に必要な資料の作成に要する経費（印刷製本費、翻訳料、機械器具費、機械借上料、

資料購入費 議員が行う活動のために必要な図書、資料などの購入に要する経費（図書購入費など）

人件費 議員が行う活動を補助する職員を雇用する経費（手当、賃金など）

事務所費 議員が行う活動に必要な事務所の設置、および管理に要する経費（建物借上料、備品購入費、機械借上料）

支出総額は 円。執行率　　　  

平成２９年11月分～平成３０年３月分

政務活動費の詳しい情報は、倉吉市議会のホームページをご覧ください。 倉吉市議会
（13）平成 30.9



倉
吉
の
未
来
を
拓

ひ

ら

く
カ
ギ 

　
若
者
た
ち
は
、
倉
吉
の
未
来
、
倉
吉
の
行
政
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
、
地
元
青
年
経
済
団
体
で
活
躍
す
る
人
た
ち
に
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

　
～
次
世
代
を
担
う
若
き
力
と
、未
来
い
き
い
き
の
ま
ち
づ
く
り
～

ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
の

定
着
を
図
ろ
う

―
打
吹
ま
つ
り
も
近
い
が
、
そ
の
あ

た
り
か
ら
、
倉
吉
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
見
え
て
く
る
課
題
は
何
か
？

▼

今
、
倉
吉
は「
ひ
な
ビ
タ
♪
」
で
ま

ち
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
も「
遥
か
な
町
」や「
昭
和
レ

ト
ロ
」、「
く
ら
す
け
く
ん
」、
そ
し
て
、

こ
の
た
び
の「
ひ
な
ビ
タ
♪
」
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を

ま
ち
づ
く
り
に
用
い
て
き
た
。
し
か

し
、
ど
れ
も
ス
パ
ン
が
短
く
、
ま
ち

の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
定
着
し
な
い
。

▼
思
い
つ
き
で
飛
び
つ
い
て
、
ま
ち

づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
の

模
索
段
階
で
、
な
ぜ
か
や
め
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
の
繰
り
返
し
。

▼
周
知
が
不
十
分
で
、
ま
ち
ぐ
る
み

で
の
取
り
組
み
の
前
に
や
め
て
し
ま

う
の
で
、
浸
透
も
定
着
も
し
な
い
。

▼「
ひ
な
ビ
タ
♪
」
は
、
ど
れ
だ
け
市

民
に
浸
透
し
た
の
か
。
一
体
何
者
な

の
か
。
な
ぜ
倉
吉
の
キ
ャ
ラ
と
し
て

取
り
入
れ
ら
れ
た
の
か
、
自
分
も
含

め
て
経
緯
を
知
ら
な
い
市
民
が
ほ
と

ん
ど
な
の
で
は
。

▼「
ひ
な
ビ
タ
♪
」の
認
知
度
が
上
が

る
の
は
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
も
で
き
て
、
こ
れ
か
ら
だ
と
思
う
。

地
域
活
性
化
の
ア
イ
デ
ア

―
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
倉
吉
の

将
来
像
に
つ
い
て

▼「
円
形
劇
場（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
）」、「
市
役
所
第
二
庁
舎
」、「
旧

ナ
シ
ョ
ナ
ル
会
館
跡
地（
商
業
複
合
施

設
）」、「
県
立
美
術
館
」と
、
今
後
、
ま

ち
の
活
性
化
の
カ
ギ
と
な
る
施
設
が

次
々
と
オ
ー
プ
ン
す
る
。
そ
こ
で
必

要
な
も
の
は
何
か
を
話
し
合
い
た
い
。

▼
円
形
劇
場
や
県
立
美
術
館
で
は
、

た
く
さ
ん
の
人
が
来
る
よ
う
な
大
き

一般社団法人

倉吉青年会議所

　明るく豊かな社会を構築す

ることを目標に活動する組織。

　毎年春に「 櫻
さくら

相撲」を開催。

現在、１０月に開催する大相撲

倉吉場所の準備に取り組んで

いる。

▲理事長：北
き た む ら

村 周
しゅうへい

平さん ▲専務理事：伊
い と う

東 英
え い ち ろ う

知郎さん

　この座談会は、

平成30年7月13日(金)に、

飛龍閣（打吹公園内）で

行われました。

2018.9 （14）



な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。

▼
ナ
シ
ョ
ナ
ル
会
館
跡
地
の
商
業
複

合
施
設
は
中
心
市
街
地
の
真
ん
中
に

あ
り
、
現
在
は
点
在
し
て
い
る
各
施

設
を
つ
な
げ
る
ハ
ブ
的
存
在
に
な
る

の
で
は
。
そ
こ
か
ら
回
遊
性
が
生
ま

れ
る
。

▼
空
き
家
を
い
か
に
活
用
す
る
か
も

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
。
民
泊
施
設
等
に

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
は
ど
う
か
。

▼
現
状
で
は
駐
車
場
が
不
足
す
る
。

使
わ
れ
て
い
な
い
土
地
は
あ
る
の
だ

か
ら
、
う
ま
く
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

▼
外
国
人
観
光
客
向
け
の
案
内
板
も

必
要
。

▼
住
民
で
は
、
地
元
の
良
さ
が
わ
か

ら
な
い
場
合
も
多
い
。
行
政
が
、
も
っ

と
外
部
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
提
案

を
積
極
的
に
受
け
る
姿
勢
を
見
せ
て

ほ
し
い
。

地
元
企
業
の
体
力
強
化
を

―
地
元
経
済
の
発
展
と
雇
用
の
確
保

に
つ
い
て

▼
特
に
若
者
の
雇
用
の
場（
仕
事
）を

増
や
す
こ
と
は
、
倉
吉
を
元
気
に
す

る
こ
と
に
直
結
す
る
。

▼
県
外
の
企
業
を
誘
致
す
る
の
は
、

雇
用
の
確
保
に
有
効
な
手
だ
て
だ

が
、
そ
の
工
場
や
事
務
所
の
建
設
に

あ
た
っ
て
は
、
地
元
の
企
業
を
も
っ

と
優
先
し
て
参
入
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

▼
た
だ
で
さ
え
人
手
不
足
な
の
に
、

誘
致
企
業
へ
、
地
元
企
業
か
ら
人
手

が
移
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

▼
地
元
企
業
の
現
状
で
は
、
雇
用
を

増
や
せ
ば
赤
字
に
な
る
。
何
か
支
援

の
手
当
て
が
あ
れ
ば
い
い
。

▼
教
育
現
場
の
段
階
で
、
地
元
企
業

へ
の
就
職
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
に
も
っ
と

努
め
て
ほ
し
い
。
地
元
に
ど
ん
な
就

職
先
が
あ
る
か
を
知
ら
な
い
ま
ま
で

県
外
に
若
者
が
流
出
し
て
し
ま
っ
て

い
る
。

▼
中
学
生
・
高
校
生
向
け
に
職
場
体

験
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
企
業
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
話
ば
か
り
で

は
な
い
し
、
い
き
な
り
有
意
義
な
体

験
を
し
て
も
ら
う
の
は
な
か
な
か
難

し
い
。
し
か
し
、
少
し
で
も
地
元
企

業
に
良
い
印
象
を
持
っ
て
も
ら
え
た

ら
と
思
い
続
け
て
い
る
。

開
か
れ
た
市
議
会
に
向
け
て

▼
選
挙
権
の
取
得
が
18
歳
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
。
若
者
と
議
員
の
接
点
が

乏
し
い
中
で
、
投
票
率
の
低
下
は
仕

方
が
な
い
。

▼
議
会
と
し
て
も
っ
と
主
権
者
教
育

に
力
を
入
れ
て
は
ど
う
か
。
現
状
で

は
、
若
者
本
人
よ
り
親
や
親
族
の
意

志
や
働
き
か
け
に
よ
っ
て
投
票
す
る

候
補
者
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
る
。

▼
若
者
に
と
っ
て
、
ま
だ
自
分
の
将

来
に
展
望
が
な
い
の
で
、
政
治
に
関

心
が
持
て
な
い
の
で
は
。

▼
議
会
だ
よ
り
４
号
、
５
号
の
よ
う

に
、
若
者
に
意
見
を
求
め
れ
ば
、
若

者
も
興
味
を
向
け
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
う
い
う
機
会
が
も
っ
と
あ
っ
て
も

い
い
と
思
う
。

▼
倉
吉
市
だ
け
で
は
な
い
が
、
地
方

議
会
議
員
の
立
候
補
者
は
同
じ
顔
ぶ

れ
ば
か
り
で
あ
る
。
も
っ
と
若
者
が

出
馬
し
て
み
た
い
と
思
え
る
よ
う
な

環
境
を
積
極
的
に
整
え
る
べ
き
。

▼
正
直
、
市
議
会
に
は
興
味
が
持
て

な
い
。

▼
小
中
学
校
で
教
育
の
一
環
と
し
て

主
権
者
教
育
を
行
う
こ
と
も
大
切
。

学
校
で
学
べ
ば
、
家
庭
で
も
会
話
の

中
に
出
て
く
る
な
ど
し
て
、
興
味
が

膨
ら
む
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
少
し

ず
つ
理
解
し
、
考
え
る
機
会
を
持
っ

た
方
が
良
い
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
情
報
発
信

に
努
め
て
ほ
し
い
。

―【
坂
井
徹
議
長
の
コ
メ
ン
ト
】

　
た
く
さ
ん
の
有
益
な
意
見
を
い
た

だ
い
た
。
各
議
員
が
、
今
後
の
議
会

活
動
・
議
員
活
動
に
生
か
し
て
い
く

よ
う
願
っ
て
い
る
。

倉吉商工会議所青年部

　地域社会の健全な発展を図

る商工会議所活動の一翼を担

う。地域経済を担う若手のリー

ダーとして自己研鑚に励み、地

域の活性化に貢献することを目

標にしている。

▲会長：北
きたなか

中 彰
あ き ひ ろ

拡さん ▲副会長：室
むろやま

山 誠
まこと

さん

鳥取県中部中小企業青年中央会

　モットーは、英知・友愛・団結。

中小企業の発展と地域経済の

活性化を目的に、経済人として

あるべき姿を学び、研鑽に努め、

青年であることを強みにして、さ

まざまな活動を行っている。

▲会長：大
おおしま

嶋 操
みさお

さん ▲副会長：上
かみばやし

林 功
こういち

一さん

（15）平成 30.9
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【倉吉市議会だより編集委員】

大月 悦子委員長、米田 勝彦副委員長

大津 昌克委員、竺原 晶子委員、鳥羽 昌明委員

平成 年 ９月 
第５回 倉吉市議会定例会

【会　期】９月３日（月）～９月２７日（木）
【会議日程】

月日
曜
日

会議
区分

時　 間 内　　　　　 容

９月３日 月 本会議 午前１０時
議案の上程
提案理由の説明

４日 火 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

５日 水 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問　　　

６日 木 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

７日 金 予　備　日

８日 土 休　　会

９日 日 休　　会

１０日 月 本会議 午前１０時 付議議案に対する質疑

１１日 火 本会議 午前１０時
付議議案に対する質疑
～委員会付託

１２日 水 予　備　日

１３日 木 委員会 総務建設常任委員会（予定）

（録画）１４日 金 委員会 総務建設常任委員会（予定）

１５日 土 休　　会

１６日 日 休　　会

１７日 月 休　　会

１８日 火 委員会 企画産業常任委員会（予定）

（録画）

１９日 水 委員会 企画産業常任委員会（予定）

２０日 木 委員会 教育福祉常任委員会（予定）

２１日 金 委員会 教育福祉常任委員会（予定）

２２日 土 休　　会

２３日 日 休　　会

２４日 月 休　　会

２５日 火 予　備　日

２６日 水 議事整理日　

２７日 木 本会議 午前１０時
委員長報告
～付議議案の討論・採決

 

…ケーブルテレビ放送あり　　　 …手話通訳あり

　　　（※常任委員会は、録画放送）

※ ９月定例会の詳しい日程などは、倉吉市議会のホームページ

でご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。

。 倉吉市議会
　

倉吉市在住（農業）

　 花田 敏江さん

　　

「西日本豪雨災害に学ぶべきこと」

ーあらゆることを想定した政策立案を

このたびの西日本豪雨災害の被害の大きさを目

の当たりにして、今後は、「想定外」を超えて、あら

ゆることを想定した政策立案が急務だと思いまし

た。命を守るためのハザードマップは適正なのか、

市民には十分に周知されているのか、議会や行政

は、再検討してほしいと思います。

ー農業用水の確保を

農業を営む私達にとって田畑の作物に不可欠な

水の確保は、災害時でも欠かせません。日ごろから、

大きな河川のみならず、中山間地の田の小さな水路

も機能しているのか、関係各位で点検の上、必要

があれば補修をしてほしいと思います。特に耕作放

棄地周辺の水路は崩壊しているところもあり、対応

を急いでほしいと思います。

また、ため池や農地への給水設備の必要な地域

もあります。田畑を背負っては避難できない農業者

は、自然の驚異に際しても常に万全の体制でありた

いと思っています。

ー子どもたちの学習の場の確保を

災害が想定された時、避難場所となったり休校

となった場合の児童生徒たちの授業時間の確保と

職員や関係者の負担が大きくならない配慮も大事

だと思います。

ー日ごろから女性が活躍しやすい社会づくりを

「女性活躍」という言葉が最近盛んに言われます

が、いつの世も女性は活躍しています。災害時で

さえ、女性のネットワークが有効に機能したという

報道もあります。恒常的に男女ともに活躍しやすい

仕組みと予算立てを希望します。

　

議
会
棟
災
害
復

旧
工
事
完
成
し
ま

し
た
。

　
９
月
定
例
会
か
ら
論
戦
の
場
、

復
活
で
す
。
市
民
の
皆
様
の
声
を

政
治
に
反
映
し
、
行
政
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
立
場
と
し
て
、
今
後
も
緊

張
感
を
持
っ
て
、
臨
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
誌
で
は
、
全
議
員
の

一
般
質
問
の
発
言
通
告
内
容
を
一

覧
と
し
て
載
せ
て
い
ま
す
。

　
議
会
、
議
員
の
仕
事
全
て
を

お
伝
え
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
ま

せ
ん
が
、
工
夫
を
し
な
が
ら「
伝

え
る
」
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

す（
編
集
委
員
長
　
大
月 

悦
子 

）

　

お
盆
を
過
ぎ
た
週
末
の
夜
、

我
が
家
の
大
学
生（
帰
省
中
）
と

高
校
生
の
男
子
と
一
緒
に
心
霊

番
組
を
鑑
賞
。で
っ
か
い
図
体
に

枕
を
抱
え
、野
太
い
悲
鳴
を
上
げ

る
２
人
を
、ニ
ヤ
ニ
ヤ
眺
め
て
い

た
ら
、
す
ね
た
顔
で「
怖
く
な
い

か
？
」と
聞
か
れ
た
。

　
そ
う
だ
ね
。
確
か
に
、
君
た
ち

の
年
頃
に
は
、
オ
バ
ケ
の
話
に

も
、
黒
い
害
虫“
Ｇ
”に
も
可
愛
ら

し
い
悲
鳴
を
上
げ
て
い
た
覚
え

が
あ
る
よ
。で
も
君
た
ち
と
い
う

大
切
な
家
族
が
で
き
て
、君
た
ち

の
た
め
な
ら
、一
人
で
も
真
っ
暗

な
峠
道
を
運
転
し
て
会
い
に
行

く
し
、“
Ｇ
”も
平
気
で
成
敗
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
よ
。

　
き
っ
と
、
君
た
ち
も
大
人
に

な
っ
て
、
大
切
な
人
や
モ
ノ
が
で

き
た
ら
も
っ
と
強
く
な
る
よ
。今

の
ま
ま
で
も
可
愛
い
く
て
、
私
は

う
れ
し
い
け
ど
ね（
事
務
局
Ｔ
）


